
第２５回ＡＣＡＰ消費者問題に関する「わたしの提言」審査概要 

 

２０１０年１月１３日 

 

 

社団法人消費者関連専門家会議（ACAP）では、１９８５年から毎年、消費者問題に関する啓発活動の一

環として、「消費者問題 わたしの提言」を募集しています。 

２５回目となる今回は、 

① 消費者新時代 消費者が主役 

② 消費者と企業のコミュニケーション 

③ 消費者問題に関する自由課題 （テーマを自由に設定） 

の３テーマで募集をし、全国から１２８作品の応募がありました。 

厳正なる審査の結果、内閣府特命担当大臣賞は該当作品がなく、以下の受賞者を決定いたしました。

（提言の要旨は別紙をご参照ください） 

 

１．審査結果 

賞 題名 氏名 所属等 

内閣府 

特命担当

大臣賞 

該当作品なし 
  

ＡＣＡＰ 

会長賞 

ソーシャル消費：社会的課題の解決とい

う「いいこと」につながる新しい消費スタ

イルの促進 
中島
なかしま

秋津子
あ つ こ

 
事業コンサルタント 

（鹿児島県鹿児島市在住） 

佳作 

クチコミ社会突入にむけて 

～インターネット上におけるクチコミ 

ネットワークの整備～ 
櫟山
いちやま

 紫
し

織
おり

  

東京経済大学 

経営学部２年生 

（東京都世田谷区在住） 

佳作 

～from Farm to Table～  

消費者と企業のコミュニケーションが推

進する食の安全安心 
高井
た か い

 聖子
き よ こ

 
会社員 

（愛知県北名古屋市在住） 

佳作 
パーソナライゼーションをよりよく利用す

るために 西尾
に し お

 光則
みつのり

 
会社員 

（大阪府豊中市在住） 

 

＊ＡＣＡＰ会長賞の内容については、機関紙ＦＯＲＵＭ１月号に全文掲載しております。 

＊ＡＣＡＰ会長賞、佳作の内容については、ACAPホームページ（http://www.acap.jp）に、 

全文掲載いたします。 
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http://www.acap.jp/
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２．審査状況 

（１）第一次審査ならびに第二次審査（２００９年１１月６日実施）より応募１２８編より８編を選出。 

  ＊審査員は、(社)消費者関連専門家会議「啓発委員６名、会員１２名」の１８名。 

 

（２）本審査（２００９年１１月１７日実施）第一次審査と第二次審査を通過した８編から各賞を選出。 

＊本審査員 

審査委員長 日本消費者教育学会 西村 隆男   会長 

審査委員 

(社)全国消費生活相談員協会 山上 紀美子  理事長 

(社)共同通信社編集局文化部 細田 正和  部長 

消費者庁消費者情報課             川辺 英一郎  課長 

(社)消費者関連専門家会議 滝田 章   理事長 

 

 

３．応募状況 

 状況 内 訳 

応募総数 １２８編（学生５０．０％、一般５０．０％） 

応募者の性別 男４６．９％、女４９．２％、グループ３．９％ 

応募者の年代 
１０代 １．６％、２０代４６．８％、３０代７．８％、４０代１２．５％、 

５０代１３．３％、６０代８．６％、７０代以上８．６％、不明０．８％ 

応募者の職業 

学生５０．０％、会社員１７．２％、 

公務員（消費生活センター勤務・教師を含む）７．８％、 

無職１４．１％、その他（自営業等）１０．９％ 

応募者の地域 
北海道・東北４．７％、関東２１．９％、中部４４．５％、 

近畿１９．５％、中国・四国・九州８．６％、海外０．８％ 

 

応募テーマ 

① 消費者新時代 消費者が主役              １５．６％ 

② 消費者と企業のコミュニケーション           １８．８％ 

③ 消費者問題に関する課題（テーマを自由に設定）   ６５．６％ 

 

 
以 上 


